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「穏やかな心で 　　　　
　　　春を感じるさわら」

　札幌で活躍する2人の管理栄養士の方に、旬の魚をテーマ
としたコラムを交互にご寄稿頂きます。マチコさんの

コラム

お食事のカウンセリングサロン 
colan代表/管理栄養士/料理家/
コラムニスト
テレビ出演、新聞・雑誌などでコラ
ム連載や栄養監修、レシピ・スタイリ
ングの提供などを行う。講演会や食
事指導、料理講師、短大・専門学校
の非常勤講師など活動は多岐。ぎょ
れんと共に昆布や鮭の情報を広く
発信。

上坂マチコ
うえ  さか

5
月
は
一
年
の
中
で
最
も
好
き
な

月
で
す
。
春
の
爽
や
か
な
風
の
匂
い
、

増
し
て
い
く
樹
々
の
緑
、
こ
れ
か
ら

暖
か
く
な
る
前
触
れ
を
感
じ
る
の
も

い
い
で
す
よ
ね
。
暑
く
も
な
く
寒
く

も
な
い
の
で
散
歩
に
適
し
た
時
季
で

も
あ
り
ま
す
。

私
も
最
近
は
ジ
ム
や
ス
ー
パ
ー
、

デ
パ
ー
ト
な
ど
徒
歩
で
行
く
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
歩
い
て
い
る
と

い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
っ
た
り
、
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
り
、
気
持
ち
も

穏
や
か
に
な
る
よ
う
で
す
。

実
際
、
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

は
ス
ト
レ
ス
予
防
作
用
が
あ
り
ま
す
。

歩
く
こ
と
は
、
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻

ん
で
体
を
動
か
す
「
リ
ズ
ム
運
動
」。

リ
ズ
ム
運
動
は
幸
福
感
や
穏
や
か
な

心
を
保
つ
ホ
ル
モ
ン
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」

が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
セ

ロ
ト
ニ
ン
は
ス
ト
レ
ス
を
予
防
す
る

上
で
欠
か
せ
な
い
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

春
の
魚
と
い
っ
て
頭
に
浮
か
ぶ
の

が
、
魚
へ
ん
に
春
と
書
く
「
鰆
（
さ

わ
ら
）」
が
そ
の
ひ
と
つ
。
私
が
さ

わ
ら
と
出
会
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く

大
手
料
理
教
室
に
勤
務
し
て
い
た
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
春
に
な
る
と

焼
き
物
、
煮
物
、
蒸
し
物
な
ど
よ
く

登
場
し
て
い
ま
し
た
。
白
身
で
や
わ

ら
か
く
、
た
ん
ぱ
く
な
味
わ
い
な
の

で
い
ろ
い
ろ
な
料
理
で
楽
し
め
る
魚

で
す
。
高
齢
者
施
設
に
勤
務
し
て
い

た
頃
は
こ
の
季
節
、
よ
く
旬
の
魚
と

し
て
献
立
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
わ
ら
は
細
い
体
型
な
の
で
「
狭

腹
（
さ
は
ら
）
の
魚
」
の
意
味
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
日
本
で
は
冠
婚
葬
祭
に
よ
く
使

わ
れ
て
い
た
と
か
。

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
含
ま

れ
、ア
ミ
ノ
酸
の「
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
」

に
富
ん
で
い
ま
す
。
ト
リ
プ
ト
フ
ァ

ン
は
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
の
大
事
な
材
料
。

体
内
で
合
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
食
品
か
ら
取
る
必
要
が
あ
る

ア
ミ
ノ
酸
で
す
。
睡
眠
を
促
す
ホ
ル

モ
ン
「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」
は
セ
ロ
ト
ニ

ン
を
も
と
に
作
ら
れ
ま
す
か
ら
、
ト

リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は
ス
ト
レ
ス
予
防
ば

か
り
で
は
な
く
、
良
質
な
睡
眠
に
も

関
わ
る
と
言
え
ま
す
ね
。

今
月
は
五
月
病
が
あ
る
よ
う
に
、

新
生
活
や
新
し
い
仕
事
な
ど
で
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
り
や
す
い
時
で
す
。
さ

わ
ら
な
ど
食
事
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

セ
ロ
ト
ニ
ン
を
し
っ
か
り
増
や
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
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１
．
ほ
た
て

　
　
　
　

　

令
和
３
年
度
の
全
道
ほ
た
て
水
揚
げ
数
量
は
、
前

年
度
並
の
44
万
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
道
内
ほ
た
て
水
揚
げ
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
高
い
水
準
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
海
洋
環

境
や
社
会
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
な
か
、

安
定
し
た
生
産
、
加
工
、
流
通
を
図
る
た
め
、
状
況

の
変
化
に
対
し
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

生
産
面
で
は
、
稚
貝
の
生
育
不
良
や
成
貝
の
へ
い

死
な
ど
、
安
定
生
産
が
不
安
視
さ
れ
る
状
況
が
続
き
、

加
工
面
で
は
加
工
業
者
の
処
理
能
力
の
低
下
や
そ
れ

に
伴
う
仕
向
け
の
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

流
通
面
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
国
内
外
の
先
行
き

が
不
透
明
な
状
況
が
続
く
な
か
、
円
滑
な
消
流
を
図

る
た
め
、
各
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
適
切
な
選
択
と

手
段
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

乾
貝
柱
に
つ
い
て
は
、
不
安
定
な
香
港
情
勢
や
、

中
国
加
工
品
の
流
通
な
ど
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す

る
な
か
、
各
種
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
流
通
体
制
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
道
ほ
た
て
漁
業
は
各
地
区
の
基
幹
産
業
と
し
て

の
位
置
づ
け
に
あ
り
、
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
実
効

性
の
あ
る
対
策
を
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と

連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
１
）
生
産
対
策 

①
水
揚
げ
対
策

ア
．
原
貝
の
全
道
広
域
流
通
に
よ
る
円
滑
な
水

揚
げ
体
制
の
維
持

イ
．
消
流
状
況
を
勘
案
し
た
円
滑
流
通
が
可
能

な
原
貝
価
格
の
形
成

ウ
．
加
工
業
者
の
稼
働
実
態
の
掌
握
と
生
産
体

制
の
維
持

②
貝
毒
対
策

ア
．
水
揚
げ
実
態
や
貝
毒
安
全
性
を
確
保
し
た

う
え
で
の
貝
毒
管
理
要
領
の
見
直
し

イ
．
流
通
の
多
様
化
に
対
応
し
た
貝
毒
管
理

③
生
産
基
盤
整
備
対
策

ア
．
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
・
道
総
研

と
連
携
し
た
各
種
試
験
調
査
の
実
施

④
M
S
C
認
証

ア
．
道
産
ほ
た
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
の
一
環

と
し
て
国
内
・
海
外
市
場
で
の
販
路
確
保

 （
２
）
流
通
対
策
（
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協

会
と
連
携
） 

①
国
内
対
策

ア
．
原
貝
の
広
域
流
通
対
策
と
連
動
し
た
製
品

供
給
体
制
の
整
備

イ
．
国
内
市
場
向
け
安
定
供
給
と
消
費
地
需
要

期
の
販
売
ロ
ス
抑
制
に
向
け
た
対
策
の
実
施

ウ
．
末
端
販
売
先
に
お
け
る
消
費
拡
大
に
向
け

た
流
通
対
策
の
実
施

エ
．
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
柔
軟
な
販
促
・
宣

伝
活
動
の
実
施　
　

②
輸
出
対
策

ア
．
需
給
バ
ラ
ン
ス
維
持
の
た
め
、
一
定
量
の

輸
出
に
向
け
た
流
通
対
策
の
実
施

イ
．
加
工
原
料
向
け
輸
出
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
輸
出
へ
の
シ
フ
ト
と
販
売
強
化

ウ
．
海
外
の
消
流
状
況
や
生
産
動
向
の
把
握
と

情
報
発
信 

 

（
３
）
製
品
別
販
売
の
考
え
方 

①
玉
冷

ア
．
主
力
サ
イ
ズ
の
国
内
消
費
及
び
安
定
生
産

可
能
な
価
格
の
構
築

イ
．
消
費
地
需
要
期
の
販
売
ロ
ス
抑
制
に
向
け

た
リ
パ
ッ
ク
体
制
の
強
化

ウ
．製
品
の
簡
易
包
装
形
態
で
の
納
品
拡
充（
脱

プ
ラ
・
紙
の
使
用
削
減
）

エ
．
需
給
バ
ラ
ン
ス
維
持
の
た
め
の
輸
出
の
実

施
と
海
外
需
要
の
掘
り
起
こ
し

②
ボ
イ
ル

ア
．
ボ
イ
ル
ほ
た
て
製
品
の
国
内
需
要
喚
起
と

売
り
場
の
拡
大

イ
．
加
工
仕
向
け
に
よ
る
流
通
販
路
の
裾
野
拡

大
ウ
．
東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
の
実
施

③
生
鮮
ほ
た
て

ア
．
活
貝
・
生
鮮
む
き
身
・
生
貝
柱
等
の
業
態

別
販
売
展
開
の
継
続
実
施

イ
．
加
工
原
料
向
け
生
貝
柱
の
供
給
と
裾
野
拡
大

④
乾
貝
柱

ア
．
生
産
供
給
体
制

ａ
．
安
定
生
産
を
図
る
た
め
、
再
生
産
可
能

な
製
品
価
格
形
成
に
向
け
た
共
同
値
決
の

実
施

ｂ
．
生
産
量
の
維
持
、
増
産
に
向
け
た
通
年

稼
働
の
取
組

ｃ
．
格
付
員
と
の
連
携
に
よ
る
品
質（
選
別
・

異
物
）
向
上
に
向
け
た
改
善
の
継
続
実
施

イ
．
消
費
地
対
策

ａ
．
海か

い
せ
ん
か
い

扇
会
・
香ほ

ん
こ
ん
な
な
れ
ん

港
七
聯
の
販
売
機
能
を
踏

ま
え
た
海
外
戦
略
の
実
施

ｂ
．
香
港
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
中
国
、
北
米

市
場
へ
の
販
売
強
化

ｃ
．
円
滑
な
消
流
に
向
け
た
供
給
体
制
の
整
備

ｄ
．
国
内
既
存
販
路
の
強
化
と
新
規
販
路
の

開
拓

⑤
そ
の
他

ア
．
加
工
業
者
の
処
理
能
力
低
下
に
対
応
す
る

た
め
の
新
規
ほ
た
て
製
品
の
開
発
及
び
販
売

 

２
．
昆
布

　
　
　
　

　

令
和
３
年
度
の
昆
布
生
産
量
は
１
２
，
８
１
６
ト

ン
と
な
り
、
３
年
連
続
１
３
，
０
０
０
ト
ン
を
下
回

る
な
ど
、
低
位
な
生
産
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

昆
布
の
減
産
要
因
は
天
然
資
源
の
減
少
や
働
き
手

不
足
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
減
産
傾
向
か
ら

脱
却
す
る
た
め
に
も
、
各
種
増
産
対
策
を
推
進
し
、

昆
布
生
産
の
維
持
回
復
を
図
り
ま
す
。

　

流
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
減
産
に
加
え
、
長
期
に

わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
需
要
落
ち
込
み
に
対
応
す
べ

く
、
適
正
価
格
に
向
け
た
協
議
、
消
費
喚
起
に
向
け

た
宣
伝
・
販
促
活
動
、
販
売
方
法
の
検
討
を
継
続
実

施
し
ま
す
。

（
１
）
生
産
振
興
対
策 

①
増
産
対
策

ア
．
地
域
に
お
け
る
増
産
対
策
の
支
援

イ
．
ど
ぶ
漬
け
ロ
ー
プ
の
効
果
的
活
用

②
昆
布
製
品
の
生
産
効
率
向
上

ア
．
簡
易
規
格
の
継
続
推
進

イ
．
生
昆
布
製
品
化
事
業
の
検
討 

（
２
）
流
通
対
策 

①
国
内
昆
布
の
安
定
消
流

ア
．
生
産
者
が
安
心
し
て
生
産
に
取
り
組
め
る

適
正
価
格
の
協
議

イ
．
消
費
喚
起
に
向
け
た
宣
伝
・
販
促
活
動
の

実
施

ウ
．
安
定
流
通
を
目
指
し
、
販
売
方
法
の
検
討

継
続

②
品
質
向
上
対
策

　

ア
．
異
物
混
入
防
止
対
策
の
実
施

　

先
月
か
ら
２
か
月
に
わ
た
り
、ぎ
ょ
れ
ん
の
令
和

４
年
度
事
業
計
画（
案
）を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、販
売
事
業
の
う
ち
、ほ
た
て・昆
布・鮮

魚
に
関
す
る
事
業
と
、末
端
加
工
製
品
、食
の
安

全
・
安
心
対
策
、宣
伝
販
促
・
食
育
事
業
、購
買
事

業
、経
営
体
制
の
計
画
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
事
業
計
画

販
売
事
業
に
つ
い
て

0
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③
機
器
導
入
促
進
継
続
（
人
的
補
完
）

④
製
品
製
造
の
効
率
化
継
続
（
ア
イ
テ
ム
整
理
等
）

⑤
製
造
原
価
上
昇
に
伴
う
価
格
改
定
継
続

（
３
）
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
企
業
価
値
向
上
の

取
組
と
販
売
囲
い
込
み
戦
略 

①
エ
コ
資
材
へ
の
転
換
継
続

②
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
商
品
の
拡
充
継
続

③
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
賞
味
期
限
延
長
及
び

納
品
限
界
撤
廃
へ
の
働
き
か
け
継
続

④
S
D
G
s
へ
の
取
組
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
対
す
る
情
報
発
信
の
強
化

　

食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
は
高
ま

る
一
方
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
、
関
連
す
る
法

令
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
食
品
事
業
者
と
し
て
の
社

会
的
責
務
は
従
前
に
も
増
し
て
重
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
会
グ
ル
ー
プ
が
製
造
販
売
す
る
商
品
の
品
質
管

理
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
種

対
策
を
よ
り
一
層
強
化
継
続
し
安
全
・
安
心
な
商
品

供
給
を
維
持
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
物
流
通
の
起
点
と
な
る
産
地
市
場
の

衛
生
管
理
向
上
を
図
る
べ
く
道
内
漁
協
市
場
の
施
設

点
検
業
務
を
行
い
、
道
産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
確

保
に
努
め
ま
す
。

（
１
）
品
質
管
理
対
策
の
拡
充 

①
定
期
工
場
点
検
の
実
施
及
び
課
題
検
証

②
関
係
法
令
の
正
し
い
理
解
及
び
適
確
な
運
用

③
商
品
苦
情
の
分
析
検
証
及
び
改
善
策　

④
本
会
職
員
・
関
連
会
社
社
員
へ
の
教
育
啓
発

⑤
適
確
な
商
品
仕
様
書
管
理 

 

（
２
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
高
度
化
推
進 

①
ブ
ロ
ッ
ク
別
施
設
点
検
の
継
続
実
施
（
令
和
4

年
度
は
釧
路
・
根
室
・
北
見
管
内
）
に
よ
る
漁

協
市
場
施
設
の
衛
生
管
理
の
向
上

②
各
地
区
の
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ
た
漁

協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導

（
３
）
製
品
管
理 

①
直
営
工
場
を
含
め
た
生
産
工
場
の
品
質
管
理
に

お
け
る
精
度
向
上

②
海
外
向
け
商
品
の
管
理
基
準
の
精
査

③
商
品
管
理
一
元
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
開
発

　
　
　
　

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
変
化
し
た
消
費
者
志
向
や
社

会
情
勢
を
注
視
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
今
後
の
変
化
に

即
応
し
、
道
産
水
産
物
の
消
費
促
進
を
目
的
と
し
た

広
告
宣
伝
・
販
売
促
進
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
媒
体
・
P
R
内
容
に
て
ア

プ
ロ
ー
チ
を
図
る
他
、
本
会
が
行
っ
て
い
る
海
浜
清

掃
活
動
、
エ
コ
ラ
ベ
ル
推
進
運
動
等
の
S
D
G
s
の

観
点
に
よ
る
訴
求
も
複
合
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

食
育
に
つ
い
て
も
、
従
来
か
ら
の
調
理
師
・
栄
養

士
等
、
影
響
力
を
持
つ
専
門
職
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
講
座
を
実
施
す
る
他
、
今
後
の
食
を
担
う
低
年
齢

（
３
）
輸
入
昆
布 

①
適
正
な
価
格
・
数
量
に
係
る
検
討

ア
．
北
海
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
阻
害
し
な

い
輸
入
昆
布
価
格
の
形
成

イ
．
昆
布
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
需
要
者
割
当
の
堅
持

を
目
的
と
し
た
輸
入
数
量
の
協
議

 

３
．
鮮
魚

　
　
　
　

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
続
く

な
か
、
外
食
向
け
主
体
で
あ
る
貝
類
や
、
輸
出
が
底

支
え
と
な
っ
て
い
た
か
れ
い
類
、
ぶ
り
な
ど
の
価
格

が
大
き
く
下
落
し
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
に
対
し
鮮
魚
流
通
対
策
事
業
に
お
い
て

は
、
国
の
平
準
化
事
業
も
活
用
し
原
料
凍
結
に
よ
る

浜
対
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
鮭
・
さ
ん
ま
・
い

か
な
ど
主
要
魚
種
の
水
揚
げ
が
低
調
な
な
か
、
系
統

鮮
魚
を
中
心
と
し
た
日
配
鮮
魚
の
販
売
を
例
年
以
上

に
強
化
し
、
生
鮮
で
の
消
費
促
進
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
引
き
続
き
浜
の
要
望
を
踏
ま
え
、
生
鮮

販
売
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
変
化
す
る
消
費
動

向
や
、
突
発
的
な
水
揚
げ
に
即
応
で
き
る
凍
結
加

工
・
流
通
体
制
の
整
備
と
販
売
の
強
化
を
図
り
、
魚

価
と
流
通
の
安
定
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

（
１
）
鮮
魚
事
業 

①
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
伸
長
し
た
販
路
へ
の
販
売

拡
充
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
取
進
め

の
実
施

②
水
揚
げ
増
加
傾
向
に
あ
る
魚
種
の
生
鮮
販
売
の

強
化

③
関
連
部
署
と
連
携
し
た
原
魚
販
売
の
強
化
に
よ

る
魚
価
対
策
の
実
施

 （
２
）
冷
凍
事
業 

①
突
発
的
か
つ
集
中
水
揚
げ
時
に
対
応
し
う
る
原

魚
凍
結
体
制
の
さ
ら
な
る
拡
充

②
国
内
、
輸
出
両
方
を
見
据
え
た
原
料
販
売
ル
ー

ト
の
拡
大

③
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
商
品
開
発
と
、

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
高
次
加
工
品
の
拡
充 

  

４
．
末
端
加
工
製
品

　
　
　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
も
た
ら

し
た
社
会
情
勢
の
変
化
は
、
食
品
を
取
り
巻
く
製

造
、
消
費
環
境
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
、
そ
の
後

の
情
勢
変
化
、
水
揚
げ
、
製
造
等
の
様
々
な
シ
ー
ン

に
即
応
し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
日
々
の
環
境
、
社
会

の
変
容
が
直
接
的
に
関
わ
っ
て
く
る
ス
ピ
ー
ド
が

年
々
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
は
従
来
か
ら
の
品
質
、
価
格
等
の

価
値
観
に
加
え
、
企
業
の
社
会
的
貢
献
度
、
環
境
配

慮
等
が
商
品
の
価
値
に
上
積
み
さ
れ
る
時
代
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
種
々
の
変
化
、
変
容
に
対
応
し
、
北
海
道

水
産
物
の
さ
ら
な
る
価
値
向
上
と
消
流
の
安
定
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
末
端
製
品
販
売
対
策 

①
業
態
別
販
売
戦
略
の
継
続
（
宅
配
、
量
販
店
、

業
務
筋
）

②
右
記
業
態
に
即
し
た
商
品
開
発
の
推
進

③
水
揚
げ
環
境
に
即
し
た
商
品
開
発
の
推
進

④
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
即
し
た
商
品
開
発
の
推

進
⑤
本
会
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

⑥
半
製
品
の
海
外
加
工
継
続
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
⑦
末
端
商
品
の
海
外
販
路
開
拓
、
商
品
開
発

⑧
B 

t
o 

C
事
業
向
け
商
品
の
拡
充

※
B 

t
o 

C
：

B
u
s
i
n
e
s
s 

t
o 

C
o
n
s
u
m
e
r

企
業
が
一
般
消
費
者
を
対
象
に
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
形
態

（
２
）
末
端
製
品
製
造
対
策 

①
グ
ル
ー
プ
全
体
で
連
携
し
た
原
料
集
荷
の
継
続  

②
一
次
処
理
工
程
の
海
外
加
工
化
拡
大

層
に
対
し
、
「
食
に
関
す
る
知
識
」
、
「
食
を
選
択

す
る
力
」
を
形
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
食
材
の
成

り
立
ち
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
、
歴
史
、
組
織
等
を
社

会
情
勢
に
応
じ
た
手
法
で
発
信
し
ま
す
。

 

（
１
）
宣
伝
販
促
事
業 

①
家
庭
内
食
機
会
の
増
加
に
即
し
、
家
庭
内
で

再
現
性
の
高
い
レ
シ
ピ
の
開
発
・
発
信
や
、

W
e
b
動
画
・
S
N
S
等
の
効
果
的
な
活
用

に
よ
る
消
費
者
へ
の
レ
シ
ピ
提
案

②
若
年
層
を
中
心
と
し
た
情
報
受
容
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
変
化
を
受
け
、
本
会
S
N
S
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化

③
M
S
C
／
M
E
L
漁
業
認
証
取
得
の
優
位
性

や
地
産
地
消
の
促
進
を
積
極
的
に
打
ち
出
す
な

ど
、
S
D
G
s
の
観
点
に
立
っ
た
情
報
発
信

④
生
協
共
同
購
入
・
量
販
店
等
に
お
い
て
、
さ
ら

な
る
販
促
支
援
及
び
自
家
消
費
定
着
、
取
扱
の

伸
長
を
目
的
に
様
々
な
ツ
ー
ル
で
情
報
発
信
強

「まんがでよくわかるシリーズ」として「秋さけのひ
みつ」「ほたてのひみつ」「こんぶのひみつ」を全
国の小学校、公立図書館合わせて約2万5000
冊を配布

食
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

宣
伝
販
促
・
食
育
事
業
に
つ
い
て

全道昆布の生産量と平均単価推移
数量（トン） 単価（k@）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
（トン） （円）

注：平均単価は、本会取扱平均単価をさす。（道ぎょれん集計）
H24 H25 H26 H27 H28 H29 H31 R2 R3H30 0

400

800

1,200

1,600

2,000

18,774
14,931

18,102

16,763 13,260

14,559 15,161
12,873

12,81612,921

1,409

1,342 1,314
1,265

1,319

1,525

1,557 1,537

1,346

1,638

表紙イラスト／水木　繁　カバーデザイン／YHB編集企画NDC662

日本のこんぶの90％以
い
上
じょう
が北
ほっ
海
かい
道
どう
産
さん
だって知

し
ってる？

こんぶにもいろいろな種
しゅ
類
るい
があるんだって。

種
しゅ
類
るい
によって味

あじ
も風
ふう
味
み
もちがうんだって。

こんぶはいつごろから食
た
べられるようになったのかな？

こんぶってどうやって育
そだ
つのかな？

漁
りょう
師
し
さんはこんぶ漁

りょう
をどんなふうに行

おこな
っているのかな？

こんぶがみんなのところに届
とど
くまでにどんな加

か
工
こう
がされるのかな？

この本
ほん
を読

よ
めば、こんぶのことがとてもよくわかるよ！

まんが●水木 繁
構　成●YHB編集企画

179

ま
ん
が
で

よ
く
わ
か
る
シ
リ
ー
ズ

「まんがでよくわかるシリーズ」の紹介コーナー
【学研まんがひみつ文庫】
https://bpub.jp/gakken-himitsu/
【学研マナビスタ】
https://gakken.jp/manabista/himitsu/
【学研キッズネット】
https://kids.gakken.co.jp/himitsu/

学研まんがひみつ文庫　https://bpub.jp/gakken-himitsu/
学研マナビスタ　https://gakken.jp/manabista/himitsu/
学研キッズネット　https://kids.gakken.co.jp/himitsu/

179

公益社団法人日本PTA全国協議会推薦

こんぶのひみつこんぶのひみつ こ
ん
ぶ
の
ひ
み
つ

表紙イラスト／小室栄子　カバーデザイン／YHB
編集企画

NDC662

ほたてって、どんな貝
かい
なのかな？

どんな所
ところ
で、どんなふうに育

そだ
つのかな？

漁
りょう
師
し
さんが大

たい
切
せつ
に守
まも
り、育

そだ
てているって知

し
ってるかな？

育
そだ
て方
かた
や漁

りょう
には、ふたつの方

ほう
法
ほう
があるんだって。

どうやって育
そだ
てて、どんな漁

りょう
をしているんだろう。

ヘルシーで栄
えい
養
よう
満
まん
点
てん
、１年

ねん
中
じゅう
食
た
べられるほたては、

海
かい
外
がい
でも大

だい
人
にん
気
き
なんだって。

そんなほたてのことが、この本
ほん
を読

よ
めばとてもよくわかるよ！

まんが●小室 栄子
構　成●YHB編集企画

178

ま
ん
が
で

よ
く
わ
か
る
シ
リ
ー
ズ

学研まんがひみつ文庫　https://bpub.jp/gakke
n-himitsu/

学研マナビスタ　https://gakken.jp/manabis
ta/himitsu/

学研キッズネット　https://kids.gakken.co.jp
/himitsu/

178

「まんがでよくわかるシリーズ」の紹介コーナー

【学研まんがひみつ文庫】

https://bpub.jp/gakken-himitsu/

【学研マナビスタ】

https://gakken.jp/manabista/himitsu/

【学研キッズネット】

https://kids.gakken.co.jp/himitsu/

公益社団法人日本PTA全国協議会推薦

ほたてのひみつほたてのひみつ ほ
た
て
の
ひ
み
つ

表紙イラスト／マリサ　カバーデザイン／YHB編集企画

NDC662

秋
あき
さけはサケ科

か
の魚

さかな
、シロザケのことなんだ。

川
かわ
で生

う
まれて、海

うみ
で育

そだ
つって知

し
ってた？

毎
まい
年
とし
秋
あき
になると、成

せい
長
ちょう
した秋

あき
さけが

遠
とお
くはなれた広

ひろ
い海

うみ
から生

う
まれた川

かわ
にもどってくるんだって。どんな一

いっ
生
しょう
を送

おく
るのかな？

どんな特
とく
徴
ちょう
があるのかな？

漁
りょう
師
し
さんは、どんな方

ほう
法
ほう
で秋

あき
さけをとっているんだろう？この本

ほん
を読

よ
めば、秋

あき
さけのことがとてもよくわかるよ！

まんが●マリサ
構　成●YHB編集企画

180

ま
ん
が
で

よ
く
わ
か
る
シ
リ
ー
ズ

学研まんがひみつ文庫　https://bpub.jp/gakken-himitsu/学研マナビスタ　https://gakken.jp/manabista/himitsu/学研キッズネット　https://kids.gakken.co.jp/himitsu/

180

「まんがでよくわかるシリーズ」の紹介コーナー
【学研まんがひみつ文庫】
https://bpub.jp/gakken-himitsu/
【学研マナビスタ】
https://gakken.jp/manabista/himitsu/
【学研キッズネット】
https://kids.gakken.co.jp/himitsu/

公益社団法人日本PTA全国協議会推薦

秋
あ き

さけのひみつ秋
あ き

さけのひみつ 秋あ
き

さ
け
の
ひ
み
つ
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化
⑤
異
業
種
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
共
同
販
促
の

実
施 

 
（
２
）
食
育
事
業 

①
「
秋
さ
け
・
ほ
た
て
・
こ
ん
ぶ
の
ひ
み
つ
」
を

活
用
し
た
食
育
講
座
の
実
施

②
本
会
の
公
式
S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
、

本
会
C
S
R
と
連
動
さ
せ
た
食
育
事
業
の
継

続
的
な
発
信
と
活
用 

（
３
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
・
昆
布
の
各
協
議
会
と
連

携
し
た
食
育
事
業 

①
次
世
代
の
食
産
業
を
担
う
調
理
師
や
栄
養
士
を

目
指
す
学
生
に
対
し
、
北
海
道
水
産
物
の
優
位

性
を
訴
求
す
る
食
育
講
座
を
継
続
実
施

②
札
幌
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
で
の
食
育
講
座
及

び
保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施 

 　

営
漁
コ
ス
ト
軽
減
に
向
け
た
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

の
新
規
開
発
を
進
め
、
漁
協
系
統
購
買
機
能
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
理
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

【
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
】

　

原
油
高
に
よ
る
原
材
料
費
や
運
賃
等
の
高
騰
か
ら

漁
業
用
資
材
の
価
格
動
向
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
系

統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
活
動
等
を
通

じ
、
良
質
廉
価
な
漁
業
用
資
材
の
開
発
・
普
及
を
進

め
る
こ
と
で
、
既
存
資
材
価
格
に
対
す
る
牽
制
を
進

め
ま
す
。

【
漁
具
リ
サ
イ
ク
ル
】

　

全
道
で
刺
網
（
ナ
イ
ロ
ン
）
や
魚
函
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
）
の
回
収
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
漁
業
資

材
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

【
漁
業
用
燃
油
】

　

原
油
価
格
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
情
勢
が
不

透
明
で
あ
り
、
価
格
の
乱
高
下
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

燃
油
取
扱
の
系
統
利
用
率
向
上
と
燃
油
施
設
の
整
備

を
通
じ
、
安
定
供
給
を
進
め
ま
す
。

【
一
般
資
材
】

　

環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
資
材
の
提
案
と
利
用
推
進

を
進
め
ま
す
。

【
施
設
・
機
器
】

　

補
助
事
業
の
活
用
等
に
よ
り
生
産
者
の
作
業
省
力

化
に
貢
献
す
る
機
器
の
普
及
拡
大
を
進
め
る
と
と
も

に
、
A
I
等
新
技
術
の
情
報
を
収
集
し
、
水
産
分
野

へ
の
応
用
を
進
め
ま
す
。

（
１
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
重
点
品
目
（
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
製
養

殖
籠
）
の
取
扱
強
化

②
中
国
製
フ
ロ
ー
ト
、
樹
脂
製
タ
コ
函
の
取
扱
推

進
③
漁
網
リ
ー
ス
活
用
の
推
進

④
浜
か
ら
の
意
見
、
要
望
に
合
わ
せ
た
資
材
の
開

発
・
提
供 

 

（
２
）
漁
具
リ
サ
イ
ク
ル 

①
刺
網
（
ナ
イ
ロ
ン
）
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
魚
函
、
パ
レ
ッ
ト
等
）

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施

③
他
漁
業
資
材
（
ロ
ー
プ
、
鉄
等
）
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
事
業
化
検
討

（
３
）
漁
業
用
燃
油 

①
供
給
体
制
の
見
直
し
に
よ
る
系
統
利
用
の
推
進

②
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
計
画
の
実
施
と
今
後

の
方
向
性
策
定

③
系
統
燃
油
施
設
の
保
全
管
理
強
化

（
４
）
一
般
資
材 

①
環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
資
材
（
バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
包
材
等
）
の
情
報
収
集
や
取
扱
の

推
奨 

 

（
５
）
施
設
・
機
器 

①
省
力
化
機
器
の
普
及
拡
大
（
船
舶
用
高
圧
洗
浄

機
、
ほ
た
て
耳
吊
用
穴
あ
け
機
等
）

②
A
I
等
新
技
術
の
水
産
分
野
へ
の
応
用
検
討

ベトナムでの養殖籠製造の様子

　

本
道
漁
業
は
、
生
産
環
境
（
漁
況
、
資
源
、
担
い

手
）
、
加
工
、
流
通
、
輸
送
及
び
国
内
外
の
消
費
状

況
な
ど
、
大
き
な
変
化
の
波
に
晒さ

ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
、
指
導
・
経
済
事
業

を
担
う
本
会
は
各
事
業
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

S
D
G
s
へ
の
取
組
及
び
本
会
C
S
R
活
動
を
通

じ
、
北
海
道
の
漁
業
・
水
産
業
界
が
持
つ
魅
力
の
発

信
等
、
認
知
度
向
上
へ
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
本
年
は
中
期
的
事
業
推
進
方
向

「
夢
と
活
力
あ
る
北
海
道
漁
業
の
再
興
」
の
最
終
年

と
し
て
浜
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
諸
対
策
を
果
敢

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
営
業
力
の
強
化
、
財
務
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

併
せ
て
、
職
員
教
育
の
継
続
及
び
業
・
事
務
の
合

理
化
に
取
組
む
と
と
も
に
、
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
全

体
の
総
合
的
な
危
機
管
理
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。

北海道水産業およびその関連産業の振興と
発展に寄与することを目的に道総研と連携提携

（2022年3月18日）

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化

①
本
道
漁
業
生
産
の
回
復
に
向
け
た
養
殖
や
ス

マ
ー
ト
漁
業
等
の
先
行
事
例
に
関
す
る
情
報
の

収
集
や
発
信

②
共
販
体
制
及
び
系
統
利
用
率
の
向
上
を
目
的
と

し
た
取
組
の
強
化

③
ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）」
な
ど
、
経
営
環
境
の

変
化
に
対
応
し
た
組
織
基
盤
整
備

ア
．
効
率
的
な
事
業
推
進
体
制
を
目
的
と
し
た

本
会
グ
ル
ー
プ
事
業
の
再
編

イ
．
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
戦
略
的
か
つ
効

率
的
な
投
資
の
実
施

④
生
産
性
の
向
上

ア
．
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
職
員
教
育
に
よ

る
人
材
力
強
化
の
推
進

イ
．
本
会
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
の
事
業
強
化
に

向
け
た
適
材
人
員
の
配
置
、
業
務
体
制
の
構
築

ウ
．
情
報
技
術
の
活
用
に
よ
る
業
・
事
務
合
理

化
の
推
進

エ
．
効
率
的
な
業
務
体
制
の
構
築
と
コ
ス
ト
削

減
対
策

⑤
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
最
適
化
へ
の
取
組
強
化

ア
．
本
会
集
荷
力
及
び
メ
ー
カ
ー
機
能
の
強
化

イ
．
国
内
外
の
流
通
販
売
網
の
拡
充

ウ
．
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
連
携
強
化

（
２
）
本
会
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
体
制
の
拡
充

①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
経
営
の
継
続

②
経
営
管
理
機
能
の
強
化
、
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底

③
取
引
先
の
情
報
掌
握
及
び
債
権
管
理
の
徹
底

④
B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）
に
基
づ
く
災
害
・

危
機
対
応
強
化

（
３
）
S
D
G
s
に
向
け
た
本
会
C
S
R
活
動

の
充
実

①
海
洋
環
境
の
保
全
に
向
け
た
脱
・
抑
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
運
動
の
継
続

②
植
樹
活
動
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
・
５
R
の

継
続

〔
５
R
〕と
は

・
リ
デ
ュ
ー
ス　

ゴ
ミ
の
発
生
・
排
出
抑
制

・
リ
ユ
ー
ス　
　

再
利
用

・
リ
サ
イ
ク
ル　

再
資
源
化

・
リ
フ
ュ
ー
ズ　

不
要
な
物
は
受
け
取
ら
ず

・
リ
ペ
ア　
　
　

修
理
し
て
長
く
使
う

③
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
各
種

手
法
の
調
査

④
本
会
C
S
R
活
動
の
発
信
に
よ
る
企
業
価
値

及
び
認
知
度
の
向
上

⑤
マ
ン
ガ
教
材（
漁
協
の
ひ
み
つ
）や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
活
用
し
た
効
果
的
な
啓
発
活
動
の
実
施

購
買
事
業
に
つ
い
て

経
営
体
制
に
つ
い
て
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一
方
で
今
年
の
３
月
に
卒
業
し
た
第
82
期
生

で
は
２
名
の
方
が
す
で
に
道
外
の
漁
協
で
働
く

現
職
者
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
組
合
学
校
で
は

さ
ら
な
る
知
識
・
技
術
の
向
上
や
学
び
直
し
の

場
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
と
と
も
に
、
現
職
の

漁
協
系
統
団
体
の
職
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
階

層
別
研
修
も
実
施
し
て
お
り
、
監
査
士
や
漁
業

経
営
指
導
員
を
養
成
す
る
た
め
の
短
期
講
座
な

ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
４
月
に
入
学
し
た
第
83
期
生
全

８
名
の
う
ち
何
と
７
名
が
道
内
出
身
者
で
す
。

松
前
さ
く
ら
、
別
海
、
沙
留
、
雄
武
（
２
名
）、

北
る
も
い
の
各
漁
協
と
枝
幸
高
校
か
ら
の
推
薦

を
受
け
、
入
学
し
ま
し
た
。
１
年
間
と
い
う
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
学
校
で
は
協

同
の
精
神
だ
け
で
な
く
、
寝
食
を
共
に
す
る
同

期
と
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
ん
で
い
く

こ
と
で
、
卒
業
後
も
太
い
絆
で
結
ば
れ
る
関
係

作
り
も
重
要
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
卒

業
生
か
ら
も
、
将
来
、
漁
協
運
営
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
た
と
き
に
互
い
に
助
け
合
え
る
仲

間
が
い
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
、
と
多
く
聞
か

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ぜ
ひ
今
年
の
第
83
期

生
も
そ
う
い
っ
た
関
係
が
築
け
る
と
良
い
で
す

ね
。

　

組
合
学
校
は
、
昭
和
16
年
に
現
在
の
東
京
都
中
央

区
に
あ
た
る
東
京
府
京
橋
区
に
全
国
漁
業
組
合
連
合

会
付
属
「
漁
業
組
合
学
校
」
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
24
年
に
水
産
業
協
同
組
合
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
校
名
を
「
全
国
漁
業
協
同
組

合
学
校
」
に
改
称
。
昭
和
50
年
に
は
千
葉
県
柏
市
に

新
校
舎
が
建
設
・
移
転
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
学
校
で
は
1
年
間
の
学
生
生
活
の
な
か
で
、

協
同
組
合
論
な
ど
の
漁
協
の
運
動
・
事
業
・
経
営
に

必
要
な
理
論
と
実
務
知
識
の
習
得
、
併
せ
て
簿
記
・

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
資
格
取
得
を
目
標
に
教
育
を
行
っ

て
お
り
、
卸
売
市
場
見
学
や
漁
協
で
の
実
地
研
修
と

い
っ
た
校
外
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
寮
制
と
な
っ
て
お
り
、
共
同
生
活
を
通

じ
て
学
生
の
自
治
と
協
同
の
精
神
を
養
っ
て
い
る
の

も
特
徴
で
す
。
こ
れ
ま
で
約
２
７
０
０
名
が
卒
業
し
、

９
割
超
が
漁
協
へ
就
職
。
さ
ら
に
組
合
学
校
職
員
の

方
の
各
方
面
に
及
ぶ
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、

漁
業
者
や
水
産
会
社
、
行
政
機
関
な
ど
就
職
先
の
間

口
も
広
が
り
、
近
年
は
１
０
０
％
の
就
職
率
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　
漁
協
グ
ル
ー
プ
全
国
唯
一
の
教
育
機
関
と
し
て「
協
同
組
合
精
神
を
持
っ
た
漁
協
職
員
」を
養
成
し
て
い
る「
全
国

漁
業
協
同
組
合
学
校
」。昨
年
10
月
に
創
立
80
周
年
を
迎
え
、道
内
の
漁
協
や
漁
村
へ
も
多
く
の
指
導
者
を
輩
出
し

て
い
る
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。ま
た
、先
行
し
て
い
た
沖
縄
県
に
加
え
、近
年
は
北
海
道
、三
重
、和
歌
山
で
組
合
学

校
生
へ
の
奨
学
金
制
度
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、漁
協
職
員
の
人
材
育
成
と
確
保
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。今

月
号
で
は
そ
う
し
た
将
来
の
漁
協
を
人
材
面
で
支
え
る
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校（
以
下
、組
合
学
校
）と
ぎ
ょ
れ

ん
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

将来の漁協を担う若きリーダーを養成

昨年5月に実施された「横浜市漁協」での
研修

4月7日に行われ
た令和4年度入
学式の様子

昨年の11月には水産庁を訪問し、神谷長
官自らが特別講義を行いました

入学式では代表して亀岡さん（愛媛県伊
予市出身）が力強く宣誓を行いました

創立80周年を迎え吉田校長にメッセージを
いただきました

今年の3月に14名の若人が1年間の学校生活・寮生活を終え、
たくましく成長し、漁協職員や漁業者として全国の浜に巣立ってい
きました。そして、4月、新たに8名の新入生を迎えました。学生
は、希望に胸を膨らませて、寮での日に三度の食事を仲間と楽しみ

ながら、元気に勉学に励んでいます。
このような毎年を積み重ねて、組合学校

は昨年10月1日に、創立80周年を迎える
ことができました。ひとえに全国の漁協、
漁連、信漁連、全国連の全面的な支えのお
かげです。個性を発揮しながら「漁業者・
組合員の幸せのために働く」ことを生きが
いとする、意欲ある漁協職員を育成するこ
とを目標に努力を続けてまいります。

この春に組合学校を卒業した
中塚さんにお話を伺いました

本当は高校卒業後、そのまま宗谷
漁協に就職しようと考えていたのです
が、組合学校の入学を勧められ、実際
に通ってみると本当に良い経験になり
ました。学校での生活を振り返ると、協
同組合の相互扶助の考え方など基礎的
なことから簿記や会計など幅広い分野
で学ぶことができましたし、全国各地
から出身も年齢もバラバラな人たちが
集まると、多少のトラブルもありました
が、同期の皆とは良い関係を築くこと
ができたと思っています。

新型コロナの感染拡大を受けて実習
や研修が中止となるなど、残念なこと
もありましたが、自分にとっては貴重
な１年間になったことは変わりありま
せん。４月からお世話になる宗谷漁協
では、組合員さんに１日も早く自分の
顔と名前を憶えてもらい、信頼される
職員になりたいです。

ぎょれん奨学金制度とは？
　
　近年、道内の漁協では新規採用職員の減少や職員
の高齢化、さらには早期退職傾向が続くなど、職員
の確保に向けた対応が急務とされています。一方、
漁協職員を養成する組合学校においても、入学を希
望する学生の減少傾向が続いており、全国的にも人
材確保、育成に関わる基盤が揺らいでいます。
　北海道ぎょれんでは、そうした漁協の深刻な人手
不足の解消や即戦力となる人材確保には組合学校の
卒業生が適任であるとの判断のもと、学費および経
費支援を行うとともに、一定期間の漁協就業により
返済免除とすることを基礎とした「北海道ぎょれん
奨学金制度」を創設し、2021年４月入学者から運用を開始しました。左上写真の中塚さんをはじめ初年度
は３名、２年目は６名が対象と徐々に浸透してきています。同じく奨学金制度のある沖縄や三重と比べても
助成内容が手厚く、組合学校からも北海道ぎょれんの制度が他県の先駆的事例となってもらいたい、と期待
されているところです。

※募集要項や申請様式など奨学金応募に関わる問い合わせは指導教育部までお願い致します。

奨学金制度概要
【対象】
・道内の水産高校（小樽水産、函館水産、厚岸翔洋）およ

び、道内一般高校を卒業予定で漁協の推薦のある者
・組合学校卒業後、道内漁協・漁協系統への就職を希望す

る者
【内容】
・入学金・学費・寮費見合いとして年間150万円を助成
【条件】
・組合学校卒業後5年間、道内の漁協・漁協系統で就業す

ることまたは道内にて漁業へ5年間従事すること

小樽水産高校→
組合学校→宗谷漁協

中塚　雄
ゆうだい

大さん
趣味：音楽鑑賞
特技：ランニング

吉田　博
ひろみ

身 校長

全国漁業協同組合学校とぎょれん奨学金制度
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みなさんのお便りでつくる
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み
ま
し
た
。課
題

を
担
当
す
る
職
員
の
皆
さ
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に
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題
解

決
へ
の
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し
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掛
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ま
す
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頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
釧
路
市　

曽
我
徹
也
さ
ん　

77
歳
）

入
学
し
て
黄
色
い
カ
バ
ー
を
か
け
た
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
1
年
生
、見
て
る
だ
け

で
笑
顔
に
な
り
ま
す
ネ
！

（
小
樽
市　

宮
古
登
美
子
さ
ん
）

春
の
小
型
定
置
網
が
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま

す
。ヤ
リ
イ
カ・桜
鱒
が
獲
れ
て
食
べ
た
い
で

す
。

（
小
樽
市　

宮
古
知
行
さ
ん
）

群
来
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
春
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。大
変
な
冬
で
し
た
が
、や
っ
と

終
わ
り
ま
し
た
ね
。暖
か
く
な
る
と
気
持
ち

ま
で
軽
く
な
り
ま
す
。桜
が
咲
く
の
が
楽
し

み
で
す
。

（
札
幌
市　

ほ
た
て
バ
タ
ー
さ
ん　

46
歳
）

雪
も
溶
け
、人
と
会
う
機
会
も
少
し
ず
つ

戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
悪
い
話
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
中
、に
し
ん
の

水
揚
げ
は
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
の
で

春
を
感
じ
つ
つ
、旬
の
に
し
ん
が
食
べ
ら
れ

る
の
を
楽
し
み
に
過
ご
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

（
札
幌
市　

佐
藤
さ
ん　

27
歳
）

雪
も
と
け
た
し
ク
イ
ズ
も
と
け
た
。気
持
ち

よ
く
浜
の
仕
事
す
る
ぞ
。

（
興
部
町

　

  

ユ
メ
の
ト
ー
チ
ャ
ン
さ
ん　

70
歳
）

こ
の
頃
、作
る
の
が
面
倒
な
の
で
、ぎ
ょ

れ
ん
の「
知
内
産
の
か
き
フ
ラ
イ
」出
来
上

が
っ
て
い
る
の
で
揚
げ
る
だ
け
、と
て
も
お

い
し
い
よ
、食
べ
て
み
て
ね
。

（
北
斗
市　

福
永
乃
利
子
さ
ん　

79
歳
）

編集部からのお知らせ

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①〜③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん5月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

②11ページのシークワードの答え

③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

大漁と　笑顔で帰宅が　家族の願い

11ページの間違いさがしの答え

〈宛先〉 5月24日までにお送りください。
　（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当
　（ＦＡＸ） 011-242-3543
　（電子メール） info@gyoren.or.jp

編
集
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札
幌
市
内
の
雪
も
4
月
中
旬
ま
で
に

な
く
な
り
、陽
気
に
誘
わ
れ
て
街
歩
き
の

気
分
で
す
。で
も
ほ
ん
と
は
近
所
の
三
角
山

（
3
1
1
ｍ
）に
登
り
た
い
ん
で
す
。往
復

で
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
も
2
時
間
か
か
り
ま
せ

ん
。体
力
づ
く
り
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。と

こ
ろ
が
今
は
熊
の
出
没
の
た
め
登
山
口
閉

鎖
さ
れ
て
い
ま
す
。き
っ
と
G
W
も
登
山
は

無
理
で
し
ょ
う
。我
々
は
山
に
お
邪
魔
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
立
場
で
す
か
ら
仕
方
な

い
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
江
）

皆
さ
ん「
飯め
し

テ
ロ
」と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
広

ま
っ
た
、食
べ
物
の「
飯
」と「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」

を
合
わ
せ
た
造
語
で
、つ
ま
り
は
写
真
や
動

画
を
見
た（
見
せ
ら
れ
た
）人
が
我
慢
で
き

な
く
な
る
ほ
ど
お
い
し
そ
う
な
こ
と
を
、逆

説
的
に
訴
え
て
い
る
感
じ
で
す
。

こ
の「
飯
テ
ロ
」で
は
無
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、ぎ
ょ
れ
ん
の
公
式
Y
o
u 

T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、わ
ず
か
15
秒
ほ
ど
の
短
い

間
に
効
果
音
だ
け
が
入
っ
た「
ほ
た
て
」「
昆

布
」「
秋
鮭・い
く
ら
」の
動
画
を
ア
ッ
プ
し
た

と
こ
ろ
、2
月
の
公
開
か
ら
あ
っ
と
い
う
間

に
10
万
再
生
回
数
を
突
破
し
、現
在
も
ど
ん

ど
ん
増
え
続
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

お
腹
が
空
い
て
我

慢
で
き
な
く
な
る

美
し
い
映
像
と
効

果
音
を
体
験
し
て

み
て
下
さ
い
。

（
古
村
）

（石狩市浜町からの夕日）

ぎょれんYouTube
チャンネル「PR動画」
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桜の便りが全国各地から届く今日
この頃、ひやま地区では、4月初旬か
ら各支所でなまこ漁が次々と開始さ
れています。本ますの水揚げも本格
化し、銀鱗まぶしい大きな魚体は市
場で注目を集めています。今後もよ
り多くの水揚げが続き、浜が活気づ
くことを期待するとともに、安全操
業となるよう切に願っています。

例年桜前線の北上と前後して春定
置網漁が始まります。現在、浜では
定置網の操業準備のため、あちこち
で土俵袋が積みあがっています。昨
年はさくらますの水揚げが近年で一
番の豊漁となりましたが、時鮭の水
揚げは芳しくありませんでした。浜
からは今年はさくらますだけではな
く、時鮭の水揚げも上向いてほしい
との声が聞こえています。本年も春
定置の豊漁と、皆様の安全操業を祈
願しています。

オホーツク海にも少しずつ春の兆
しが感じられるようになりました。
ほたての稚貝放流も始まり、4年後の
豊漁を願い、浜一丸となって取り組
んでいます。一方、毛がに籠、底曳
網漁に加え、刺網漁やほっき漁、春
定置網漁等も始まり浜は賑わいを見
せています。今後忙しさを増してき
ますが、安全操業と豊漁を心より祈
願しています。

暖かい日が徐々に増え、春の訪
れを感じる渡島管内では、各浜で定
置網漁が始まっています。南かやべ
の大謀網（定置網）では、季節ごと
に、春は本ます、夏はいか・さば、
秋はぶり・秋鮭、冬は助宗と様々な
魚が水揚げされます。今春はほっけ
やにしんの水揚げが多く、活気づい
ています。引き続きの豊漁と安全操
業を切に願っています。

4月中旬に入り、少しずつ暖かく
なってきた管内では、春の漁に向け
た準備が進んでいます。しかし例年
４月10日に解禁されるさけ・ます流
し網漁については、日ロ漁業交渉が
遅れて開始された段階にあります。
交渉がうまく進み、一日も早く出漁
できることを祈っています。一方、
4月末からは春定置網漁が開始され
る予定で、春本番を迎えつつありま
す。こちらも豊漁と引き続きの安全
操業を祈っています。

稚内は路肩に残っていた雪も溶
け、暖かい春の風を感じる頃となり
ました。オホーツク地区ではほたて
の漁場造成、稚貝放流を行ってお
り、本操業に向け着々と準備が進ん
でいます。6月からは夏なまこや利礼
地区のほっけ刺網漁、のな漁も解禁
となることから、浜も活気づいてい
ます。新型コロナウイルスの終息、
そして安全操業を第一に豊漁となる
ことを心より祈願しています。

4月中旬から春定置網漁が開始
し、初日から本ますを中心とした水
揚げがまとまると、時鮭やますのす
けの姿も見えるようになってきまし
た。一方、噴火湾地区では養殖ほ
たて漁の稚貝耳づり作業も進んでお
り、来冬の水揚げへの大きな期待が
込められています。今後の豊漁を願
うとともに、生産者の皆様の安全操
業を心より祈願しています。

4月初旬でにしん刺網漁が終漁と
なりました。浜は大漁かつ、単価も
昨年度並みを維持したことから活気
溢れる2カ月半となりました。中旬に
入った現在では「ほたて稚貝」の出
荷が始まっています。昨年度に比べ
時化が少なく、順調な出荷が行われ
ています。一方、下旬からは小女子
漁、わかさぎ漁が始まります。春漁
を迎え忙しいシーズンですが、安全
な操業と順調な水揚げとなることを
祈念しています。

4月に入り、にしんや黒がれいの水
揚げが本格化してきました。にしん
については、標津漁協にて日産170
トンを超える水揚げがあり、今年も
豊漁の期待が高まっています。黒が
れいについても同様に、順調に水揚
げ数量が増えてきています。気温も
少しずつ上がり始めていますが、体
調管理に留意し、益々の豊漁を祈願
しています。

3月下旬より一部の地域で始まっ
ていたほたて稚貝の出荷は、4月に入
り全地区にて本格化し、各地で毎朝
賑わいを感じさせる時期となりまし
た。一方、春漁も最盛期を迎え、刺
網漁でのにしんや真ほっけの水揚げ
が続いています。季節の変わり目で
時化の日が多いですが、今後は凪に
恵まれ、皆様が安全操業で、大漁と
なることを心より祈念しています。



ぬかにしん三平汁

レシピアクセス数

第４０位

2022年はぎょれんの
ホームページ「おすす
めレシピ365」のアクセ
ス数上位50位からレシ
ピをご紹介します。
魚種や料理法の重複など
考慮して掲載を決めてい
ます。
＊2020年1～12月調べ

番外編

材料� 4人分
水………………… 1.2リットル

だし昆布…………………… 適量

じゃがいも………………… ２個

にんじん……………………1/４本

ぬかにしん……………… 1～２本

長ねぎ…………………… １/２本

塩………………………… 少々

今回は増毛漁協 丹保礼子さん考案の「ぬかにしん三平汁」をご紹介します。

ぬかにしんのうま味は、昆布のうま味と相性抜群。絶妙な味わいです。

ぬかにしんから塩味が出るので、

薄めの味付けで作るのがポイントです。

作り方 ➊鍋に水を入れ、昆布で出汁をと
る。

➋じゃがいもは大きめの角切り、に
んじんは厚さ5ミリのいちょう切
りにし、長ねぎは斜め切りにす
る。

➌ぬかにしんはぬかを洗い落とし
て輪切りにする。じゃがいも、にん
じんとともに①の鍋に入れ、火に
かける。

➍野菜がやわらかくなるまで煮て、
お好みで酒、塩で味を調え、長ね
ぎを加え火を通したら出来上が
り。
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